
宮城県

民間給与との比較方法（ラスパイレス比較）
個々の宮城県職員に民間従業員の給与額を支給したとすれば、これに要する支給総額（A）が、現に支払っている支給総額（B）に比べてど

の程度の差があるかを算出するのが、ラスパイレス比較です。

具体的には、以下のとおり、役職段階、学歴、年齢階層別の宮城県職員の平均給与と、これと条件を同じくする民間従業員の平均給与の

それぞれに宮城県職員数を乗じた総額を算出し、両者の水準を比較しています。

大 卒

短大卒

高 卒

中 卒

22・23歳

20・21歳

18・19歳

16・17歳

民間給与×県職員数

民間給与×県職員数

民間給与×県職員数

民間給与×県職員数

県職員給与×県職員数

民間給与総額
÷県職員総数
=364,924円(a)

県職員給与総額
÷県職員総数
=361,168円(b)

本年の較差 3,756円(1.04%) 算定方法 (a)-(b)
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役職段階  学歴  年齢  民間給与総額（A）  県職員給与総額（B）

各役職段階ごとに、「1級（係員）」
と同様、学歴別、年齢階層別に民
間給与及び県職員給与を算定
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4級：主幹

主任

係長

5級：総括課長補佐
課長補佐

6級：課長・室長

7級：課長・室長
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